
「
湛
審
の
非
情
成
仏
義
の
基
礎
的
研
究
」

龍
谷
大
学
大
学
院一回同

田

一
、
は
じ
め
に

中
世
華
厳
教
学
が
い
か
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
を
知
る
と
で
、
論
義
の
解
明
が
必
要
小
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
多

く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
ご
会
二
一
一
講
が
整
備
さ
れ
て
学
侶
の
登
龍
門
と
な
っ
た
こ
と
で
、
各

宗
内
に
お
い
て
論
義
の
研
績
も
活
発
化
し
、
当
時
の
問
題
意
識
を
も
踏
ま
え
つ
つ
教
学
が
発
展
し
た
た
め
で
あ
る
0
1

そ
も
そ
も
論
義
と
は
、
法
会
の
場
に
お
い
て
「
仏
法
に
関
す
る
議
論
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
類
と
し
て
は
、
実

際
に
行
わ
れ
た
内
容
を
記
録
し
て
い
る
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
『
仙
洞
最
勝
講
疑
問
論
義
抄
』
な
ど
の
「
論
義
紗
」
、
論

題
別
に
様
々
な
人
師
の
説
を
集
め
た
「
龍
女
成
仏
」
や
「
第
九
識
体
」
な
ど
の
「
短
釈
」
、
そ
の
「
短
釈
」
を
ま
と
め
た

「
短
釈
集
」
、
寺
内
の
僧
侶
が
集
ま
っ
て
論
義
の
た
め
の
学
習
を
自
由
闘
遥
に
行
な
っ
た
「
談
義
」
の
記
録
で
あ
る
「
聞
書
」

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
、
「
細
か
い
経
論
相
互
の
矛
盾
を
議
論
す
る
教
理
論
争
で
あ
る
側
面
」
で
あ
り
、
議

論
す
る
た
め
の
議
論
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
「
論
義
紗
」
「
短
釈
」
「
短
釈
集
L

「
聞
書
」
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
同
じ
宗

派
内
で
も
著
述
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
義
を
述
べ
て
い
た
か
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
論
義
に
関
連
す
る
書
物
の
う
ち
、
東
大
寺
図
書
館
に
は
多
く
の
短
釈
集
『
華
厳
宗
論
義
紗
』
が
収
め
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
を
精
査
す
る
中
で
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
華
厳
宗
論
義
紗
』
(
凶
函
釘
号
、
以
下
、
函
・
号
は
省
略
し
、
/
で
示
す
) 悠
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を
見
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
非
情
成
仏
」
、
「
等
覚
別
佼
」
、
「
首
楊
厳
三
昧
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
華
厳
宗
論

義
紗
』
「
非
情
成
仏
」
の
中
に
は
、
戒
壇
院
第
六
代
住
持
で
あ
る
明
智
一
一
民
盛
誉
(
一
二
七
一
一
一
l
一
コ
一
六
A
C
、
高
山
寺
の
学
頭

を
勤
め
た
義
林
一
一
民
喜
海
(
一
一
七
八
|
一
一
五
二
、
金
沢
称
名
寺
第
三
代
住
持
の
本
如
房
滋
香
(
一
二
九
一
l
l
一
三
四
七
)

な
ど
様
々
な
日
本
華
厳
諸
師
に
よ
る
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

非
情
成
仏
義
は
『
浬
繋
経
』
に
「
非
ユ
ト
ハ
仏
性
一
者
、
所
謂
一
切
ノ
騎
壁
ト
瓦
石
J
無
情
之
物
ナ
リ
。
離
w如
同
是
等
J

無
情
之
物
↓
、

是
レ
名
ヲ
仏
性
」
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
胸
壁
や
瓦
石
な
ど
の
非
情
に
も
仏
性
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
観
点
よ
り
議
論
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
院
政
期
に
は
親
円
(
?
l
一

O
一
九
!
?
)
の
『
華
厳
種
性
義
抄
』
を
鳴
矢
と
し
て
、
聖
詮
〈
?
l
一

一
九
九
l
?
)
、
審
乗
(
一
二
五
八
!
?
)
な
ど
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
0
5

こ
の
よ
う
に
「
非
情
成
仏
」
は
多
く
の
華
厳
宗
諸
師
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
論
題
で
あ
る
が
、
『
華
厳
宗
論
義
紗
』

の
う
ち
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
「
古
題
加
愚
抄
分
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
港
容
の
で
u題
加
嵐
抄
』
で
あ
る
。
本
書
は
こ

れ
ま
で
、
納
富
氏
[
一
九
六
四
]
に
よ
っ
て
金
沢
文
庫
・
東
大
寺
図
書
館
に
所
在
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
、
目
次
部
分
に
あ

る
「
聞
い
L

の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
、
未
だ
そ
の
全
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
内
容
の

一
部
を
検
討
し
た
だ
け
で
も
、
既
に
拙
稿
〔
二

O
一
五
〕
で
指
摘
し
た
通
り
、
そ
れ
ま
で
の
人
師
に
は
見
ら
れ
な
い
湛
害
独

自
の
説
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
『
古
題
加
愚
抄
』
は
、
い
ず
れ
の
論
題
も
経
論
や
喜
海
「
五
教
章
略
文
義
』
、
宗
性

(
一
二

O
二
一
二
七
八
)
『
華
厳
宗
探
玄
記
香
薫
抄
』
な
ど
の
「
古
題
し
に
対
し
て
、
疑
難
を
加
え
る
と
い
う
様
式
を
取
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
湛
容
が
ど
の
よ
う
に
華
厳
教
学
を
理
解
し
て
い
た
か
知
る
上
で
、
本
書
の
解
明
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
現
在
確
認
で
き
る
『
古
題
加
愚
抄
」
を
収
集
・
整
理
し
、
今
回
は
特
に
、
そ
の
中
で
も
盛
ん
に
議
論

さ
れ
た
論
題
「
非
情
成
仏
」
部
分
の
翻
刻
・
読
解
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
再
度
、
湛
容
の
非
情
成
仏
義
の
特
色
を
考

察
し
、
『
古
題
加
愚
抄
』
が
湛
容
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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二
、
『
古
題
加
愚
抄
』
書
誌
概
要

(
1
)
『
古
題
加
愚
抄
』
の
諸
本

は
じ
め
に
『
古
題
加
愚
抄
」
の
現
存
諸
本
を
整
理
し
た
い
。
『
国
害
総
目
録
』
、
そ
れ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
「
日
本
古
典

籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
、
『
東
大
寺
図
書
館
蔵
貴
重
書
写
真
帳
目
録
」
に
よ
る
と
、
現
在
確
認

で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
以
下
〔
ア

)
1
(ク
)
の
八
部
十
五
種
で
あ
る
。
こ
の
十
五
種
以
外
に
も
、
今
回
翻
刻
読
解
し
た
東
大

寺
図
書
館
所
蔵
『
華
厳
宗
論
義
紗
』
の
よ
う
に
「
古
題
加
愚
抄
分
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
恐
れ
も
あ
る
が
、
今
回
は
書
名

に
『
古
題
加
愚
抄
』
を
掲
げ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
。

金
沢
文
庫

(
ア
)
い
ず
れ
も
書
名
は
『
古
題
加
愚
抄
』
と
あ
る
。
七
巻
七
冊
。
(
お
/
1
/
1
1
7
)
す
べ
て
の
表
紙
右
下
に
は
「
湛

害
」
と
あ
る
。
七
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
論
題
は
、
「
第
一
」
、
「
第
ゐ
こ
、
「
重
累
傍
布
」
、
「
能
遍
計
心
」
、
「
遺
教
大
小
/
文
殊
不
二
」
、

「
成
論
大
小
」
、
「
仏
無
々
漏
五
離
」
で
あ
る
。
「
第
一
」
に
は
十
四
題
、
「
第
二
」
に
は
二
十
六
題
収
め
ら
れ
る
。
本
書
は
全

体
的
に
虫
損
が
多
く
、
塗
り
つ
ぶ
し
ゃ
余
白
を
埋
め
る
よ
う
な
書
き
足
し
が
散
見
さ
れ
る
。
道
津
〔
二

O
一
三
〕
で
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
本
書
も
湛
容
に
よ
る
草
稿
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

納
富
[
一
九
六
四
]
は
、
「
遺
教
大
小
/
文
殊
不
二
」
の
前
表
紙
裏
に
「
康
永
コ
一
(
一
三
四
四
〉
年
六
月
廿
六
日
」
と
あ

り
、
さ
ら
に
は
凝
然
の
「
探
玄
記
洞
幽
紗
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
湛
寄
末
年
の
撰
述
と
し
て
い
る
。
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門
漏
出
聞
は

(
イ
〉
い
ず
れ
も
書
名
は
『
性
宗
古
題
加
愚
抄
』
で
あ
る
。
二
巻
二
冊
。
(
阻
/
蜘
)
表
紙
右
下
に
は
「
静
波
」
と
あ
る
。

一
冊
目
一
「
能
遍
計
執
心
」
、
〔
情
存
之
]
明
徳
二
(
一
三
九
一
)
年
の
奥
書
が
あ
る
。

二
冊
目
一
「
二
ゐ
性
同
異
」

(
ウ
)
書
名
は
『
古
題
加
愚
抄
』
と
あ
る
。
一
巻
一
冊
。
(
山
/
釧
)
内
表
紙
右
下
に
[
口
口
〕
(
判
読
不
能
)
、
左
ド
に

「
戒
壇
院
長
尊
」
、
巻
末
に
「
釈
子
照
観
〈
俗
年
廿
出
之
〉
」
と
あ
る
。
目
次
部
分
に
「
相
伝
正
誉
」
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
論
題
は
、
「
便
成
正
覚
事
」
、
「
非
情
成
仏
事
」
、
「
当
相
即
道
事
」
、
「
乃
至
無
色
事
」
、
「
法
界
縁
起
並
縁
性
摂
否
事
L

、
「
此

処
成
巣
事
」
の
六
題
。
書
写
年
は
不
明
。
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(
エ
)
書
名
は
「
古
題
加
愚
』
。
一
巻
一
冊
。
(
凶
/
糊
)
内
表
紙
右
下
に
一
戒
壇
院
長
尊
L

、
左
下
に
一
霊
満
之
」
中
央

に
「
龍
女
成
仏
」
、
本
奥
書
に
「
子
時
正
和
四
(
一
一
一
一
五
)
年
〈
乙
卯
〉
二
月
八
日
於
泉
州
久
米
多
寺
方
丈
記
之
貧
道
小

比
丘
湛
容
〈
通
夏
樹
/
俗
年
五
九
〉
」
と
あ
り
、
書
写
奥
書
に
「
至
徳
三
(
一
三
八
六
)
年
正
月
十
八
日
於
東
大
寺
戒
壇

院
長
老
坊
書
写
之
也
。
為
同
廿
六
日
次
論
義
用
之
俄
所
写
也
/
小
比
丘
霊
満
〈
適
四
夏
/
俗
念
七
〉
」
と
あ
る
。

(
オ
)
書
名
は
「
古
題
加
愚
』
と
あ
る
。
一
二
巻
三
冊
。
(
凶
/
抑
)
全
内
表
紙
右
下
に
「
尭
周
」
と
記
さ
れ
る
。

一
冊
目
一
「
第
九
識
」
、
内
表
紙
左
ド
に
「
戒
壇
院
長
尊
」

二
冊
目
υ

「
遍
計
深
心
」
、
内
表
紙
右
下
に
「
相
領
賢
盛
」

コ
一
冊
目
υ

「
函
億
四
天
下
」
、
「
相
領
賢
盛
」



(
カ
)
書
名
は
『
古
題
加
愚
抄
』
と
あ
る
。
一
巻
一
冊
。
(
凶
/
制
)
内
表
紙
中
央
に
『
古
題
加
愚
』
、
右
下
に
「
伝
経
顕
」
、
左

下
に
「
賢
盛
」
、
奥
書
に
「
応
永
七
(
一
四

O
O
)
年
卜
二
月
二
卜
六
日
講
間
用
意
/
華
厳
論
義
/
賢
盛
〈
廿
五
〉
」
と
あ
る
。

(
牛
)
『
華
厳
宗
論
義
紗
』
と
あ
る
。
ゐ
巻
一
冊
(
肌
/
叩
)
全
二
十
六
丁
の
内
、
七
丁
右
か
ら
十
四
丁
友
が
「
古
題
加
愚

抄
分
」
「
非
情
成
仏
」
で
あ
る
。
本
書
に
は
他
に
論
題
「
等
覚
別
位
」
、
「
首
拐
厳
三
昧
」
が
収
め
ら
れ
る
。
書
写
年
代
は
不

明
で
あ
る
が
、
盛
誉
「
円
教
非
情
成
仏
事
」
が
「
嘉
暦
二
年
」
(
ト
二
一
一
七
)
に
記
さ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
成

立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

柳
瀬
橋
市

(
ク
)
鎌
倉
期
写
本
一
冊
。
本
書
は
、
『
国
書
総
目
録
」
に
よ
る
と
端
本
で
あ
る
と
書
か
れ
る
が
、
所
蔵
者
及
び
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

以
上
、
現
在
確
認
で
き
る
資
料
の
中
で
は
、
(
エ
)
「
古
題
加
愚
』
「
龍
女
成
仏
」
の
正
和
四
(
一
三
一
五
)
が
最
も
古
く

成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、
次
い
で
(
ア
)
『
古
題
加
鼠
抄
』
「
遺
教
大
小
/
文
殊
不
二
」
は
康
永
三
(
一
三
四
四
)
年
に
著

述
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
(
エ
)
『
古
題
加
愚
』
「
龍
女
成
仏
」
は
滋
容
が
四
卜
五
歳
、
泉
州
久
米
多
寺
に
在
住
し
て
い
た

時
の
も
の
、
(
ア
)
「
古
題
加
愚
抄
』
「
遺
教
大
小
/
文
殊
不
二
」
は
七
十
四
歳
、
金
沢
称
名
寺
に
在
住
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
(
エ
)
『
古
題
加
愚
』
「
龍
女
成
仏
」
に
は
、
本
奥
書
に
「
古
抄
ノ
中
一
一
有
コ
比
等
ノ
問
答
・
料
簡
一
。
今
更
ェ
加
一

fx義ヲ、

倍
致
』
潤
色
-
或
ハ
剛
シ
或
ハ
補
ヒ
以
げ
折
ヲ
写
同
之
ヲ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
滋
容
は
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
論
題
(
古
題
)
に

対
し
て
学
問
研
鎖
す
る
た
め
に
、
疑
難
を
立
て
、
詳
細
に
議
論
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
(
エ
)
「
古
題
加
愚
」

「
龍
女
成
仏
」
や
(
オ
)
『
古
題
加
恩
』
「
第
九
識
体
」
に
戒
壇
院
の
僧
侶
に
よ
る
「
華
厳
論
義
の
用
意
の
た
め
に
書
写
す
る
」
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と
い
う
書
写
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
論
題
に
つ
い
て
も
論
義
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

(
2
)
『
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
の
諸
本

次
に
、
先
に
確
認
し
た
『
古
題
加
愚
抄
』
の
う
ち
、
論
題
「
非
情
成
仏
」
が
説
か
れ
る
諸
本
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

「
非
情
成
仏
し
に
関
す
る
華
厳
論
義
の
う
ち
、
第
一
に
筆
者
が
閲
覧
し
た
の
は
、
(
キ
)
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
「
華
厳
宗

論
義
紗
』
(
凶
/
初
)
「
非
情
成
仏
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
弁
玄
や
盛
誉
、
『
夢
中
戯
』
と
い
っ
た
書
物
の
「
非
情
成
仏
」
に

関
す
る
部
分
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
底
本
と
し
て
今
回
、
翻
刻
読
解
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
底
本
は
虫
損
が
甚
大
で
読
解
不
能
部
分
も
多
く
、
他
本
と
対
校
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
用

い
た
の
が
、
(
ウ
)
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
「
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
(
阻
/
釦
)
(
以
下
、
甲
本
と
す
る
)
と
(
ア
)
金

沢
文
庫
所
蔵
「
卜
口
題
加
愚
」
第
二
「
非
情
成
仏
」
(
泌
/
1
/
2
)
(以
下
、
乙
本
と
す
る
)
で
あ
る
。

甲
本
は
、
書
き
込
み
が
少
な
く
塗
り
つ
ぶ
し
ゃ
虫
損
も
少
な
い
た
め
、
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
乙
本
は
虫
損

が
多
く
、
塗
り
つ
ぶ
し
ゃ
余
白
を
埋
め
る
よ
う
に
書
き
足
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
一
部
翻
刻
不
能
な
部
分
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
三
本
を
比
較
す
る
と
、
底
本
と
乙
本
と
は
ほ
ぼ
文
字
の
移
動
が
な
か
っ
た
。
甲
本
は
、
底
本
・
乙
本
で
「
有
情
相
」
と

あ
る
部
分
が
「
有
情
性
」
と
な
る
な
ど
文
字
の
移
動
が
多
い
の
で
、
意
味
を
重
視
し
て
翻
刻
・
読
解
を
行
っ
た
。
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三
、
湛
容
に
お
け
る
非
情
成
仏
義

こ
こ
で
は
、
拙
稿
[
二

O
一
五
]
で
指
摘
し
た
点
を
踏
ま
え
て
、
湛
容
の
非
情
成
仏
義
の
特
色
を
紹
介
し
、
「
古
題
加
愚

抄
』
「
非
情
成
仏
」
が
湛
容
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

〈

1
)
湛
審
の
非
情
成
仏
義
の
特
色

ま
ず
、
湛
容
が
著
し
た
『
華
厳
演
義
紗
纂
釈
』
に
は
、

問
7

、
凡
y

能
観
ノ
智
ト
ハ
者
、
縁
慮
分
別
之
心
法
也
。
更
ニ
於
ラ
非
情
草
木
一
不
ν
可
ウ
有
訓
縁
慮
分
別
之
義
一
。
縦
ヒ
難
ヨ
円

経
ノ
意
↓
、
争
ヵ
以
ヨ
草
木
等
↓
為
』
能
観
ノ
智
↓
乎
。
若
シ
強
k

テ
云
山
ハ
有
リ
ト
此
義
者
、
何
ソ
分
コ
ッ
ャ
情
ト
非
情
等
ノ
別
↓
乎
。
答
ァ
、

彼
，
一
ニ
乗
教
ノ
意
、
難
ラ
開
覚
仏
性
↓
唯
タ
局
訓
有
情
イ
ミ
ェ
。
若
シ
供
ラ
ハ
円
教
一
一
、
仏
性
及
ヒ
性
起
皆
通
コ
情
非
情
一
一
。
既
一
一
関
覚
仏

性
ハ
適
弓
非
情
草
木
三
、
能
観
之
智
宣
可
同
簡
一
J

外
事
↓
乎
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
一
縁
慮
分
別
す
る
能
観
の
智
は
非
情
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
円
教
に
お
い
て
も
そ
の
義
を
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
う
問
難
に
対
し
て
、
法
蔵
の
説
に
則
り
、
「
三
乗
教
に
お
い
て
は
関
覚
仏
性
は
有
情
に
の
み
限
ら
れ
る
が
、

円
教
で
あ
れ
ば
仏
性
も
性
起
も
有
情
と
非
情
と
に
通
じ
る
た
め
、
非
情
草
木
に
も
閲
覚
仏
性
が
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
華
厳
人
師
に
お
い
て
は
、
円
教
伎
に
お
い
て
性
起
で
あ
る
か
ら
有
情
と
非
情
と
に
区
別
は
な
い
と
い
う
説
を

立
て
る
も
の
の
、
非
情
に
覚
性
が
あ
り
、
発
心
修
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
明
確
に
否
定
し
て
い
た
。
こ
の
箇
所
で
、
湛
容

が
非
情
の
発
心
修
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
関
覚
仏
性
に
つ
い
て
は
認
め
る
姿
勢
で

あ
る
と
わ
か
る
。

〈

2
)
司
古
題
加
愚
抄
』
撰
述
者
を
め
ぐ
っ
て
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次
に
、
『
古
題
加
愚
抄
』
で
い
か
に
非
情
成
仏
義
が
説
か
れ
て
い
る
か
確
認
し
た
い
。

第
一
問
答
の
難
に
お
い
て
、
関
覚
仏
性
の
有
無
お
よ
び
発
心
修
行
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
難
を
立
て
て
い
る
。

難
三
玄
ハ
タ
凡
1

成
仏
工
者
、
所
川
依
ス
ル
開
覚
仏
性
之
有
無
ナ
2
縦
ヒ
雄
三
計
叫
ト
有
コ
ト
閲
覚
性
一
、
若
ν
無
J
A

発
心
修
行
ヲ
コ
ト
者
、

亦
不
ν
可
す
有
山
成
仏
ノ
義
-
。
故
一
-
知
;
。
今
，
非
情
成
仏
ょ
者
、
草
木
等
具
ニ
備
ν
関
覚
性
↓
、
又
可
山
許
コ
発
心
修
行
三
。

若
ν
難
目
許
守
成
仏
義
↓
而
不
ν
備
一
(
関
覚
性
之
、
無
コ
ハ
発
心
修
行
-
者
、
出
旦
免
三
無
図
得
果
之
過
イ
耶
。
匁
者
非
同
謂
刊
一
二
無

情
モ
亦
有
コ
テ
覚
性
一
同
ヲ
情
F

成
仏
H
L
等
之
解
釈
、
尤
モ
難
ω
思
ヒ
耶
。
〈
是
一
〉

す
な
わ
ち
、
成
仏
は
関
覚
仏
性
の
有
無
に
よ
る
と
い
う
説
に
対
し
て
、
開
覚
仏
性
が
あ
っ
て
も
発
心
修
行
す
る
こ
と
が
な

け
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
は
な
い
と
論
難
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
情
も
ま
た
成
仏
す
る
以
上
は
開
覚
仏
性
を
有
し
、
発
心
修

行
を
も
行
う
と
理
解
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
も
し
非
情
成
仏
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
関
覚
仏
性
を
備
え
ず
、
発
心
修
行

も
し
な
い
な
ら
ば
、
無
図
得
呆
の
過
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
非
情
に
も
覚
性
が
あ
っ
て
有
情
と
同

じ
よ
う
に
成
仏
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
見
解
は
容
認
で
き
な
い
と
難
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
答
文
で
は
、

答
7

、
実
z

如
コ
ナ
ラ
ハ
来
難
イ
、
若
ν
許
ヨ
ハ
成
仏
↓
者
、
縦
ヒ
雄
主
非
情
草
木
ト
、
具
出
関
覚
性
三
又
可
記
号
発
心
修
行
三
也
。
其
ノ

故
者
、
以
ヨ
有
情
之
性
寸
融
ラ
無
情
之
相
『
故
ニ
、
摂
-
取
ス
有
情
之
開
覚
性
並
ニ
発
心
修
行
↓
。
令
五
融
】
道
セ
無
情
一
之
時
、

室
品
不
づ
許
ヨ
非
情
ノ
発
心
修
行
↓
。
故
ェ
不
叫
可
マ
有
)
無
因
而
得
果
之
過
也
。
是
ヲ
以
テ
清
涼
〈
抄
同
上
〉
釈
コ
教
ノ
所
被
ノ

機
ヲ
中
一
一
云
ハ
夕
、
謂
タ
約
ラ
円
融
二
即
切

1
0
則
チ
無
情
之
境
そ
亦
是
レ
所
被
ナ

l
E

と
し
、
非
情
草
木
で
さ
え
も
開
覚
性
を
具
え
発
心
修
行
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
「
有
情
の
性
を
も
っ
て
無
情

の
相
を
融
通
す
る
た
め
、
有
情
の
開
覚
性
と
発
心
修
行
が
非
情
に
摂
取
さ
れ
、
非
情
の
成
仏
と
な
る
」
と
し
、
非
情
の
発
心

修
行
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
古
題
加
愚
抄
』
の
非
情
成
仏
義
は
融
通
の
理
論
を
も
っ
て
、
関
覚
性
を
具

え
発
心
修
行
す
る
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
無
因
得
果
の
過
」
を
解
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
『
演
義
紗
纂
釈
」
、
『
古
岡
田
加
愚
抄
」
に
お
け
る
非
情
の
開
覚
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
両
書
は
同
様
の
義
を
説

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
非
情
の
関
覚
性
を
認
め
る
立
場
の
華
厳
人
師
は
他
に
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
『
古
題
加
愚
抄
』

は
湛
容
の
著
述
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
物
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

以
下
に
『
古
題
加
愚
抄
』
を
内
容
分
析
し
て
項
目
を
設
定
し
た

t
で
、
翻
刻
・
読
解
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
翻
刻
研

究
に
あ
た
っ
て
の
「
凡
例
」
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

門
凡
例
〕
一
、
本
翻
刻
は
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
「
華
厳
宗
論
義
紗
』
(
一
巻
)
全
三
十
六
丁
の
内
、
七
丁
右
か
ら
十
四
丁
左
の

「
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
部
分
で
あ
る
。

二
、
本
文
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
旧
字
・
異
体
字
・
合
字
に
関
し
て
は
、
内
容
に
抵
触
し
な
い
限
り
常
用
漢
字
に
改
め

た
。
ま
た
、
一

y」
一
寸
」
な
ど
の
片
仮
名
の
略
字
に
つ
い
て
は
、
「
シ
テ
」
「
コ
ト
し
な
ど
聞
い
て
表
記
し
た
。

三
、
割
注
に
関
し
て
は
〈
〉
で
括
っ
た
。
ま
た
紙
数
を
(
)
内
に
表
記
し
た
。

四
、
虫
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
口
に
よ
り
字
数
分
の
空
格
を
示
し
た
。

五
、
対
校
す
る
際
、
文
字
の
加
減
は
+
ま
た
は
で
示
し
た
。
門
例
】
甲
い
十
答

文
字
の
異
同
は
、
底
本
を
の
文
字
を
記
し
、
イ
コ
ー
ル
で
対
校
本
の
文
字
を
示
し
た
。

門例
M

乙
.
(
底
)
耶
H
乎。

六
、
拙
稿
[
二

0
.
五
]
で
掲
載
し
た
「
古
題
加
愚
抄
分
」
の
う
ち
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
本
稿
で
訂
正

し
た
。
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【
翻
刻
】

(
七
右
)

古
題
加
愚
抄
分

問
円
教
意
有
非
情
成
仏
之
義
可
云
耶
両
方
若
成
仏

者
凡
情
非
情
之
差
別
者
可
依
開
覚
ノ
性
之
有
無
↓
若

許
非
情
成
仏
一
何
異
有
情
↓
耶
若
依
之
が
者
円
教

意
混
融
ν
依
正
↓
通
V

テ
三
世
間
一
満
六
位
之
円
因
↓
成
又
十
身

之
大
果
サ
著
不
許
非
情
成
仏
之
義
-
量
可
有
此
等
所
説

耶
是
以
大
師
一
処
解
釈
中
仏
性
及
性
起
皆
通
依
正
文
如
何

答
凡
非
情
成
仏
者
如
来
成
正
覚
↓
観
見
法
界
寸
其
性
一
味
依
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正
無
ク
隔
↓
一
情
無
情
無
二
ナ
リ
故
依
此
ノ
性
相
々
融
之
義
-
立
非

(
七
左
)

情
成
仏
之
義
司
更
非
謂
無
情
ェ
有
覚
性
-
故
発
心
修
行
シ
テ
成

正
覚
一
也
是
以
清
涼
大
師
解
釈
中
無
情
成
仏
是
約
性
相

相
融
以
情
之
性
融
無
情
相
以
無
情
相
随
性
融
問
有
情
之

n
 

相
故
説
無
情
有
成
仏
義
文
又
云
非
謂
無
情
亦
有
覚

性
同
情
成
仏
若
許
此
義
則
能
修
悶
無
情
変
情
々
変
無

情
使
同
邪
見
文
文
意
明
鏡
者
乎
但
於
宗
家
解

釈
者
述
性
相
々
融
之
旨
-
更
非
謂
非
情
自
有
テ
覚

性
】
修
行
成
仏
づ
也
無
失

巳
上
五
教
章
略
文
義
也
但
少
致
加
減
抄
之

34 

門
訓
読
凶

古
題
加
愚
抄
分

問
ふ
、
円
教
の
意
に
非
情
成
仏
の
義
有
り
と
云
ふ
べ
き
か
。
両
方
な
り
。
若
し
成
仏
せ
ば
、
凡
そ
情
と
非
情
と
の
差
別
は
関
覚

の
性
の
有
無
に
依
る
べ
し
。
若
し
非
情
成
仏
を
許
さ
ば
、
何
ぞ
有
情
に
異
な
る
や
。
若
し
之
れ
に
依
り
で
し
か
ら
ば
、
円
教
の

意
、
依
正
を
混
融
し
三
世
間
に
通
じ
六
位
の
円
因
を
満
た
し
、
十
身
の
大
果
を
成
す
。
若
し
非
情
成
仏
の
義
を
許
さ
ざ
れ
ば
、

豊
に
比
れ
等
の
所
説
あ
る
や
。
是
を
以
て
大
師
一
処
の
解
釈
の
中
、
仏
性
及
び
性
起
、
皆
依
正
に
通
ず
と
云
々
。
如
何
。



答
ふ
、
凡
そ
非
情
成
仏
と
は
、
如
来
正
覚
を
成
じ
法
界
を
観
見
す
る
に
、
そ
の
性
一
味
に
し
て
依
正
に
隔
て
無
く
、
情
・
無

情
、
無
二
な
り
。
放
に
此
の
性
相
相
融
の
義
に
依
り
て
、
非
情
成
仏
の
義
を
立
つ
。
更
に
無
情
に
覚
性
有
る
が
故
に
、
発
心

修
行
し
て
正
覚
を
成
ず
る
と
謂
ふ
こ
と
非
ざ
る
な
り
。
是
を
以
て
清
涼
大
師
の
解
釈
の
中
に
、
無
情
成
仏
と
は
こ
れ
性
相
相

融
に
約
し
、
情
の
性
を
以
て
性
に
随
ひ
融
し
て
有
情
の
相
と
同
ず
。
放
に
無
情
成
仏
の
義
を
有
す
る
を
説
く
と
一
五
々
。
又
云

は
く
、
無
情
に
亦
た
覚
性
有
り
て
情
の
成
仏
と
同
じ
と
謂
ふ
に
は
非
ず
。
若
し
こ
の
義
を
許
さ
ば
則
ち
能
く
凶
を
修
す
。
無

情
は
情
に
変
じ
、
情
は
無
情
に
変
ず
。
便
ち
邪
見
に
同
ず
と
云
々
。
文
意
の
明
鏡
な
る
か
。
但
だ
宗
家
の
解
釈
に
於
い
て
、

性
相
相
融
の
義
を
述
べ
、
更
に
非
情
自
ら
覚
性
を
有
し
、
修
行
成
仏
す
と
謂
ふ
に
は
非
ざ
る
な
り
。
失
無
し
。

己
上
、
五
教
章
略
文
義
な
り
。
但
だ
、
少
し
加
減
を
致
し
之
れ
を
抄
す
。

門
解
説
】
『
古
題
加
愚
抄
』
で
は
ま
ず
、
経
論
や
喜
海
『
五
教
章
略
文
義
」
、
宗
性
『
華
厳
宗
探
玄
記
香
薫
抄
』
、
著
者
不
明
『
華
厳

肝
要
抄
』
、
『
枝
葉
抄
』
な
ど
の
「
古
題
」
か
ら
論
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
華
厳
学
の
論
義
問
答
で
は
、
間
い
が
示
さ
れ
た
後
、

そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
智
綴
・
法
蔵
・
澄
観
な
ど
の
説
と
の
矛
盾
が
生
じ
る
と
い
う
両
様
(
両
方
)
の
難
が
立
て
ら
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
会
通
し
て
答
え
が
示
さ
れ
る
。

論
題
「
非
情
成
仏
」
で
は
、
華
厳
円
教
に
お
い
て
非
情
が
成
仏
で
き
る
か
否
か
を
問
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
成
仏
で
き
る

と
い
う
な
ら
非
情
と
有
情
の
違
い
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
難
が
ま
ず
示
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
華
厳
円
教
で
は
依
報
・

正
報
は
混
融
し
て
十
身
の
大
果
を
な
す
と
い
う
。
も
し
非
情
成
仏
を
許
さ
な
い
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い

と
し
て
、
法
蔵
の
「
仏
性
と
性
起
と
は
依
報
・
正
報
に
遍
満
す
る
」
と
い
う
説
を
示
す
。
そ
し
て
、
い
か
が
か
と
問
う
の
で

や
め
ヲ
申
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
答
え
で
は
、
如
来
正
覚
の
時
、
性
相
相
融
の
論
理
に
随
い
、
非
情
も
成
仏
す
る
と
説
く
。
し
か
し
、
澄

観
「
華
厳
経
演
義
紗
』
の
文
を
引
き
、
非
情
が
有
情
に
転
変
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
非
情
に
覚
性
が
あ
っ
て
自
ら
発
心
修

行
す
る
こ
と
も
な
い
と
す
る
。
こ
れ
が
『
五
教
章
略
文
義
』
の
説
で
あ
る
と
し
、
以
降
、
温
書
に
よ
る
疑
難
が
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

玉
、
第
一
問
答
【
聞
い
】
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門
翻
刻
凶

(
八
右
)

怨
難
云
凡
成
仏
者
可
依
開
覚
仏
性
之
有
無
-
縦
雄
許

有
ト
関
覚
性
若
無
発
心
修
行
立
コ
ト
者
亦
不
可
有
コ
ト
成
仏
ノ
義
一

故
知
今
非
情
ノ
成
仏
者
草
木
等
具
備
関
覚
ノ
性
イ
又
可

許
発
心
修
行
ゴ
若
雄
許
成
仏
義
コ
向
不
備
開
覚

性
寸
毛
無
発
心
修
行
者
室
免
無
因
得
果
之
過
一
耶

匁
者
非
謂
無
情
亦
有
覚
性
同
情
成
仏
等
之
解
釈

尤
難
思
ヒ
耶
〈
是
〉

次
以
性
相
々
融
之
義
寸
立
非
情
成
仏
之
義
ゴ
五
事
不
可

然
一
彼
終
教
大
乗
威
談
性
相
々
融
之
旨
↓
而
不
許
非
情

(
八
左
)
ぉ

成
仏
之
道
理
一
故
知
縦
雄
円
教
若
約
性
相
々
融
之
義
-
則

全
可
岡
終
教
-
何
故
章
中
述
或
一
切
皆
有
唯
除
草
木

等
如
終
教
説
↓
章
比
外
更
釈
或
即
因
果
通
三
世
間

如
円
教
説
ト
文
探
玄
記
云
若
三
乗
教
真
如
之
性
通
情

非
情
開
覚
仏
性
唯
局
有
情
↓
次
下
又
云
若
依
円
教

仏
性
及
性
起
皆
通
依
正
↓
乎
明
知
若
円
教
意
実
許
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非
情
成
仏
寸
則
如
彼
ノ
自
他
有
情
ノ
各
別
z
E弓
開
覚
ノ
性
ヲ

修
行
成
仏
づ
ヵ
草
木
等
亦
不
待
融
ス
ル
ヲ
有
情
之
関
覚
i

性
ヲ
則
自
具
シ
テ
閲
覚
ノ
性
可
発
心
修
行
ス
如
是
一
之
時
方
一

(
九
右
)

可
云
許
ス
非
情
成
仏
之
義
ザ
若
但
約
シ
テ
相
融
立
非
情

成
仏
之
義
↓
者
終
教
モ
亦
可
談
ス
此
義
↓
宣
為
円
教

不
共
之
所
談
司
乎
〈
是
二
〉
如
何

門
訓
読
困

難
じ
て
云
は
く
、
凡
そ
成
仏
と
は
関
覚
仏
性
の
有
無
に
依
る
べ
し
。
縦
ひ
関
覚
性
有
り
と
許
す
と
難
も
、
若
し
発
心
修
行
す

る
こ
と
無
く
ば
、
亦
た
成
仏
の
義
有
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
知
ん
ぬ
。
今
非
情
成
仏
と
は
、
草
木
等
の
開
覚
性
を
具
備
し
、
又

た
発
心
修
行
を
も
許
す
べ
し
。
若
し
成
仏
義
を
許
す
と
灘
も
、
開
覚
性
を
も
備
へ
ず
発
心
修
行
す
る
こ
と
無
く
ば
、
宣
に
無

因
得
果
の
過
を
免
れ
む
や
。
し
か
ら
ば
無
情
も
亦
た
覚
性
有
り
て
、
情
の
成
仏
と
同
じ
と
謂
ふ
に
は
非
ず
等
の
解
釈
、
尤
も

思
ひ
難
し
。
〈
是
一
〉

次
に
性
相
相
融
の
義
を
以
て
非
情
成
仏
の
義
を
立
っ
と
一
五
ふ
事
、
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
彼
の
終
教
大
乗
は
威
な
性
相
相
融
の

旨
を
談
ず
る
も
、
非
情
成
仏
の
道
理
を
許
さ
ず
。
故
に
知
ん
ぬ
。
縦
ひ
円
教
と
雄
も
、
若
し
性
相
相
融
の
義
に
約
さ
ば
、
則

ち
全
く
終
教
に
同
ず
ベ
し
。
何
の
故
に
章
の
中
、
或
い
は
一
切
皆
有
り
。
唯
だ
草
木
等
を
除
く
。
終
教
に
説
く
が
如
し
、
と

述
ぷ
る
や
。
堂
、
比
の
外
に
更
に
釈
し
て
、
「
或
い
は
即
ち
因
巣
は
一
一
一
世
間
に
通
ず
。
円
教
に
説
く
が
如
し
」
と
す
る
や
。
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又
『
探
玄
記
」
に
云
は
く
、
「
若
し
三
乗
教
な
ら
ば
、
真
如
の
性
、
情
と
非
情
と
に
通
ず
る
も
、
関
覚
仏
性
は
唯
だ
有
情
に

局
る
」
と
。
次
に
下
に
又
た
云
は
く
、
「
若
し
円
教
に
依
ら
ば
、
仏
性
及
び
性
起
は
皆
依
と
正
と
に
通
ず
」
と
。

明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
若
し
円
教
の
意
、
実
に
非
情
成
仏
を
許
さ
ば
、
則
ち
彼
む
自
他
の
有
情
、
各
別
に
閲
覚
の
性
を
具
し
、

修
行
成
仏
す
る
が
如
く
、
草
木
等
も
亦
た
有
情
の
関
覚
性
を
融
す
る
を
待
た
ず
、
則
ち
自
ら
関
覚
の
性
を
具
し
て
発
心
修
行

す
べ
し
。
是
の
如
く
の
時
方
に
非
情
成
仏
の
義
を
許
す
と
云
ふ
べ
し
。
若
し
但
だ
相
融
に
約
し
て
非
情
成
仏
の
義
を
立
つ
れ

ば
、
終
教
も
亦
た
こ
の
義
を
談
ず
ベ
し
。
宣
に
円
教
不
共
の
所
談
と
為
す
か
。
〈
固
定
一
〉
如
何
。

門
解
説
M

こ
の
第
一
問
答
第
一
疑
難
に
お
い
て
は
、
ま
ず
成
仏
は
閲
覚
仏
性
の
有
無
に
よ
る
と
い
う
説
に
対
し
て
、
開
覚
仏
性
が
あ
っ

て
も
発
心
修
行
す
る
ζ

と
が
な
け
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
情
も
ま
た
成
仏
す
る
以
上
は
関

覚
仏
性
を
有
し
、
発
心
修
行
を
も
行
う
と
理
解
す
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。
も
し
非
情
成
仏
を
述
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
関
覚
仏

性
を
備
え
ず
、
発
心
修
行
も
し
な
い
な
ら
ば
、
無
国
得
果
の
過
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
非
情
に
も

覚
性
が
あ
っ
て
有
情
と
同
じ
よ
う
に
成
仏
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
見
解
は
容
認
で
き
な
い
と
難
ず
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
二
疑
難
で
は
、
華
厳
円
教
に
お
い
て
仏
性
や
性
起
が
依
報
と
正
報
と
に
通
じ
る
と
い
う
「
依
正
不
二
l

説
に
よ

り
非
情
の
成
仏
を
説
く
な
ら
ば
、
有
情
が
そ
れ
ぞ
れ
に
関
覚
性
を
具
し
て
修
行
し
成
仏
す
る
よ
う
に
、
非
情
も
ま
た
有
情
の

関
覚
性
を
融
ず
る
必
要
な
く
、
独
自
に
関
覚
性
を
具
し
て
発
心
修
行
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
非
情
成

仏
で
は
な
い
か
、
と
難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
「
相
融
」
に
よ
っ
て
非
情
成
仏
の
義
を
立
て
る
な
ら
ば
、

終
教
に
お
い
て
も
「
相
融
」
が
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
非
情
成
仏
義
が
円
教
不
共
の
説
で
は
な
い
か
と
難
じ
て
い
る
。
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問
答
【
答
え
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42 

【
翻
刻
】

m

m

 

答
実
如
来
難
一
若
許
成
仏
一
者
縦
雄
非
情
草
木
具

開
覚
性
三
又
可
許
発
心
修
行
三
世
其
故
者
以
有
情

之
性
一
融
無
情
之
相
一
故
摂
取
シ
テ
有
情
之
開
覚
性
並
発

心
修
行
↓
令
融
通
無
情
一
之
時
宣
不
許
非
情
ノ
発
心
修
行
寸



間
以
不
可
有
無
因
臨
得
果
之
過
也
是
以
清
涼
〈
抄
四
上
〉
釈
教

所
被
ノ
機
一
中
云
謂
約
円
融
一
即
一
切
則
無
情
之
境
亦
是

(
九
左
)

所
被
文

〈
刊
定
記
第
一
末
〉

静
法
釈
若
依
法
性
非
情
亦
是
此
経
所
為
文
准
此
可
知

次
於
若
約
性
相
々
融
一
一
立
非
情
成
仏
之
義
一
則
全
同
終

教
云
難
者
若
但
性
相
々
望
ν
テ
論
相
融
則
是
事
理
円

悦

融
故
実
同
終
教
市
今
ハ
即
不
匁
以
無
情
相
一
随
所
依

性
-
令
融
同
セ
有
情
ノ
相
一
正
是
事
々
円
融
ノ
義
也
何
可
同
終

部

教
-
耶
故
抄
十
九
上
云
無
情
成
仏
是
約
性
相
々
融
以
情
之
性

部

幻

融
無
情
相
以
無
情
相
随
性
融
同
有
情
之
相
故
説
無
情
有

成
仏
義
文
次
下
回
十
身
円
融
一
政
一
縁
起
相
由
故
等
之
因

(
十
右
)

由
↓
故
知
是
約
性
相
々
融
者
以
法
性
融
通
之
困
一
立
情
非

情
ノ
二
相
円
融
之
宗
4

此
所
立
ノ
宗
者
正
是
事
々
無
尋
之
回

義
也
縦
雌
融
他
有
情
関
覚
性
↓
宣
非
円
教
不
共
之
所
談
哉
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門
訓
読
回

答
ふ
、
実
に
来
難
の
如
き
は
、
若
し
成
仏
を
許
さ
ば
、
縦
ひ
非
情
草
木
と
雄
も
、
開
覚
性
を
も
具
へ
、
又
た
発
心
修
行
を
も

許
す
べ
き
な
り
。
そ
の
放
は
有
情
の
性
を
以
て
無
情
の
相
を
融
す
る
が
故
な
り
。
有
情
の
開
覚
性
並
び
に
発
心
修
行
を
摂
取

し
て
、
無
情
に
融
通
せ
し
む
の
時
、
室
に
非
情
の
発
心
修
行
を
許
さ
ざ
る
や
。
故
に
無
因
得
果
の
過
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

是
を
以
て
清
涼
〈
抄
四
上
〉
に
教
の
所
被
の
機
を
釈
す
中
に
云
は
く
、
謂
は
く
円
融
に
約
さ
ば
一
則
一
切
な
り
。
則
ち
無
情

の
境
も
亦
た
是
れ
所
被
な
り
と
云
々
。
静
法
の
〈
刊
定
記
第
一
末
〉
に
釈
し
て
、
若
し
法
性
に
依
ら
ば
、
非
情
は
亦
た
是
れ

此
の
経
の
所
為
な
り
と
云
々
。
此
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。

次
に
若
し
性
相
相
融
に
約
し
て
非
情
成
仏
の
義
を
立
つ
れ
ば
、
則
ち
全
く
終
教
に
同
じ
と
云
ふ
難
は
、
若
し
但
だ
性
相
相
望

し
て
相
融
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
是
れ
事
理
円
融
な
る
が
故
に
、
実
に
終
教
に
同
じ
。
市
し
て
今
は
即
ち
し
か
ら
ず
。
無
情
の

相
を
以
て
所
依
の
性
に
随
っ
て
有
情
の
相
に
融
問
せ
し
む
。
正
し
く
是
れ
事
事
円
融
の
義
な
り
。
何
ぞ
終
教
に
岡
ず
べ
き
や
。

故
に
抄
の
十
九
の
上
に
云
は
く
、
無
情
成
仏
は
是
れ
性
相
相
融
に
約
し
て
、
情
の
性
を
以
て
無
情
の
相
に
融
じ
、
無
情
の
相

を
以
て
性
に
随
ひ
て
有
情
の
相
に
同
ず
α

故
に
無
情
に
成
仏
の
義
有
り
と
説
く
と
云
々
。
次
に
下
に
、
十
身
内
融
の
故
に
、

縁
起
相
由
の
故
に
等
の
因
由
を
出
す
。
故
に
知
ん
ぬ
。
是
れ
性
相
相
融
に
約
す
と
は
、
法
性
融
通
の
因
を
以
て
、
情
非
情
の

一
相
円
融
の
宗
を
立
つ
。
比
の
所
立
の
宗
と
は
、

E
し
く
是
れ
事
事
無
磯
の
義
な
り
。
縦
ひ
他
の
有
情
の
関
覚
の
性
を
融
ず

る
と
雄
も
、
宣
に
円
教
不
共
の
所
談
に
非
ざ
る
や
。

門
解
説
回

第
一
問
答
第
一
疑
難
の
答
え
に
お
い
て
は
、
ま
ず
疑
難
の
趣
旨
が
「
非
情
の
発
心
修
行
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

の
上
で
、
澄
観
の
「
円
融
門
で
は
一
行
の
中
に
一
切
行
が
お
さ
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
非
情
も
「
華
厳
経
』
が
お
さ
め
る
と
こ
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ろ
で
あ
る
」
と
い
う
説
と
慧
苑
『
刊
定
記
』
の
「
法
性
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
非
情
も
「
華
厳
経
』
の
所
為
で
あ
る
」

と
い
う
説
か
ら
、
有
情
の
性
を
も
っ
て
無
情
の
相
を
融
通
す
る
た
め
、
有
情
の
関
覚
性
と
発
心
修
行
が
非
情
に
摂
取
さ
れ
、

非
情
の
成
仏
と
な
る
と
し
、
非
情
の
発
心
修
行
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
聖
詮
「
華
厳
五
教
章
深
意
紗
』
に
お
い

て
発
心
修
行
を
否
定
す
る
姿
勢
と
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
湛
容
の
祖
父
師
で
あ
る
と
さ
れ
る
凝
然
(
一
二
四

O

二一一

二
一
〕
「
華
厳
五
十
要
問
答
加
塵
章
』
に
お
い
て
は
「
依
コ
二
乗
義
一
、
一
切
衆
生
通
コ
依
及
ヒ
正
三
山

2
皆
成
仏
ス
よ
者
、
此
一

乗
義
ハ
、
直
チ
一
一
出
コ
華
厳
別
教
一
乗
ノ
宗
義
な
別
教
義
ょ
者
、
一
切
衆
生
皆
具
一
」
仏
果
↓
、
例
制
」
捌
司
剤
札
倒
叶
ォ
間
利
利
倒
刈

劉
謝
叶
a
J
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
戒
壇
院
の
系
統
で
継
承
さ
れ
た
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
第
一
問
答
第
二
疑
難
の
答
え
で
は
、
事
理
円
融
な
ら
ば
終
教
と
同
じ
だ
が
、
一
体
で
あ
る
所
依
の
性
(
理
)
を
も
っ

て
無
情
の
相
を
有
情
の
相
に
敵
同
さ
せ
る
「
円
融
L

の
義
(
事
事
無
磯
)
を
も
っ
て
非
情
成
仏
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
終
教
と
は
異
な
る
説
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
十
身
円
融
・
縁
起
・
相
自
な
ど
よ
り
す
れ
ば
、
法
性
融
通
(
事
事

無
磁
)
に
よ
る
有
情
と
非
情
の
一
相
円
融
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
非
情
成
仏
義
は
華
厳
円
教
の
教
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
問
答
の
「
融
通
L

の
理
論
を
さ
ら
に
明
確
に
「
円
融
」
す
な
わ
ち
「
事
事
無
磁
」
で
あ
る
と
し

て
い
る
点
に
主
張
の
骨
子
が
あ
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
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【
翻
刻
】

ω
 
難
云
約
事
々
無
日
守
一
明
非
情
成
仏
義
一
云
事
弥
不
可
然
其

故
者
相
即
相
入
之
両
門
中
約
何
門
一
談
之
↓
乎
若
約
相
即

円
五
咽
之
↓
者
以
非
情
寸
即
有
情
一
時
ハ
廃
非
情
相
一
同
有
情
一

故
非
情
無
駄
全
成
有
情
↓
故
不
可
云
非
情
成
仏
↓
以
有
情



即
非
情
時
ハ
廃
ジ
テ
有
情
ザ
同
非
情
一
一
故
有
情
尚
不
成
仏
況

非
情
耶
互
奪
双
亡
則
情
非
情
倶
不
立
亦
不
可
云
非
情
成

(
十
左
)

仏
乎
若
約
相
入
門
則
用
ァ
力
無
力
准
亦
可
匁
故
知
難
約

事
々
無
尋
不
可
有
非
情
成
仏
義
一
如
何

門
訓
読
困

難
じ
て
云
は
く
、
事
事
無
臨
慨
に
約
し
て
非
情
成
仏
の
義
を
明
か
す
と
云
ふ
事
、
弥
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
故
は
相
即
相
入

の
両
門
の
中
の
何
の
門
に
約
し
て
之
れ
を
談
ず
る
や
。
若
し
相
即
門
に
約
し
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
非
情
を
以
て
有
情
に
即

す
時
は
、
非
情
の
相
を
廃
し
有
情
に
同
ず
る
が
故
に
、
非
情
は
無
体
に
し
て
全
く
有
情
と
成
る
。
故
に
非
情
成
仏
と
云
ふ
べ

か
ら
ず
。
有
情
を
以
て
非
情
に
即
す
る
時
は
、
有
情
を
廃
し
て
非
情
に
同
ず
。
故
に
有
情
尚
ほ
成
仏
せ
ず
、
況
ん
や
非
情
を

や
。
互
ひ
に
奪
い
、
双
に
亡
す
れ
ば
、
則
ち
情
と
非
情
と
倶
に
立
た
ず
。
亦
た
非
情
成
仏
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
若
し
相
入
門

に
約
さ
ば
、
則
ち
用
ふ
力
は
無
力
な
り
。
准
じ
て
亦
た
し
か
る
べ
し
。
故
に
知
ん
ぬ
。
事
事
無
磯
に
約
す
と
雄
も
、
非
情
成

仏
の
義
有
る
べ
か
ら
ず
。
如
何
。
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門
解
説
回

次
に
第
二
闘
で
は
、
事
事
無
磯
に
お
け
る
「
非
情
成
仏
」
説
に
対
し
て
の
疑
難
が
展
開
さ
れ
る
。

ま
ず
相
即
門
の
立
場
で
は
、
非
情
が
有
情
に
相
即
す
る
時
、
非
情
の
相
を
廃
絶
し
有
情
と
な
る
。

な
く
な
り
有
情
と
な
る
た
め
、
非
情
成
仏
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
論
難
す
る
。

こ
の
時
、
非
情
の
体
は

さ
ら
に
は
、
有
情
が
非



情
に
相
即
す
る
時
、
有
情
の
相
を
魔
絶
し
て
非
情
と
同
ず
る
の
で
、
有
情
も
ま
た
成
仏
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

非
情
は
な
お
さ
ら
成
仏
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
難
じ
て
い
る
。

ま
た
、
相
入
門
の
立
場
か
ら
も
同
様
で
あ
り
、
事
事
無
磁
と
い
う
点
で
非
情
成
仏
の
義
は
な
い
と
難
じ
て
い
る
。

八
、
第
二
問
答
問
答
え
M
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【
翻
刻
】

答
付
相
即
門
↓
論
非
情
成
仏
↓
者
療
非
情
之
相
-
同
有
情
之

覚
性
↓
時
被
非
情
之
事
物
具
備
開
覚
性
可
有
発
心
修
行
義

ω
 

也
但
於
以
非
情
-
即
有
情
-
時
非
情
無
弊
全
成
有
情
故
不
可

云
非
情
成
仏
一云
難
者
十
地
論
釈
六
相
円
融
J

義
ゴ
冨
応
知
除

事
々
者
調
陰
界
入
文
宗
家
釈
此
文
云
謂
約
道
理
説
融

適
非
是
陰
等
事
相
中
弁
故
除
擁
之
文
准
此
一
約
道
理
a

云
惑
，
非
情
ノ相
↓
同
友
叫有
情
寺
山
相
非
有
ハ
全
惜
蜘
無
呉
川
其
事

(十

一
右〉
明

岨

相
立
小
者
縦
雄
嬢
非
情
相
既
許
有
情
開
覚
走
梱
来
帯

金

集

昨

季

変

喜

一暴

落

成

仏

語

乎

一
義
云
抄
一
上
云
初
発
心
時
便
成
正
覚
因
鼓
果
也
文
五
教
章
等

並
約
相
即
門
-釈
之
一
然
決
択
第
一
云
此
文
正
拠
Z
以
因
↓
即

果
4

義
一故
恥
説
初
心
成
仏
↓
問
日
初
心
即
果
4

初
心
有

1
恥
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無
ナ
リ
耶
若
許
無
一
者
不
応
説
初
心
成
仏
一
若
許
有
者
能

思

即
ノ
体
不
存
一
郎
答
日
由
其
即
斗
故
乃
説
成
仏
一
由

Z
不
壊
相
ュ
乃

関

説
初
心
一
二
義
取
説
得
初
心
成
仏
此
則
即
ハ
拠
壊
ノ
義
一
一
不
即
ハ

不
壊
義
ナ
リ
終
日
壊

ν
L而
不
壊
一
故
云
初
発
心
時
便
成
正
覚
文

(
十
一
左
)

准
比
由
其
J

即
↓
故
説
成
仏
ト
由
不
嬢
相
一
故
乃
説
非
情
↓
一
双
一
取
二

義
-
則
説
非
情
成
仏
義
〈
為
言
〉

門
訓
読
回

答
ふ
、
相
即
門
に
つ
き
で
非
情
成
仏
を
論
ず
れ
ば
、
非
情
の
相
を
境
し
有
情
の
覚
性
に
同
す
る
時
、
非
情
の
事
物
を
被
り
関

覚
性
を
具
備
し
、
発
心
修
行
の
義
を
有
す
べ
き
な
り
。
但
だ
「
非
情
を
以
て
有
情
に
即
す
る
時
、
非
情
は
無
体
に
し
て
全
く

有
情
と
成
る
。
故
に
非
情
成
仏
と
い
う
べ
か
ら
ず
」
と
云
ふ
難
は
、
十
地
論
に
六
相
円
融
の
義
を
釈
し
て
云
は
く
、
「
当
に

知
る
べ
し
、
事
事
を
除
く
と
は
謂
は
く
陰
界
入
な
り
」
と
云
々
。
宗
家
は
此
の
文
を
釈
し
て
一
去
は
く
、
「
謂
は
く
道
理
に
約

し
て
融
通
を
説
く
は
、
是
れ
陰
等
の
事
相
の
中
に
弁
ず
る
に
非
ず
。
放
に
之
れ
を
除
棟
す
」
と
云
々
。
此
れ
に
准
じ
て
道
理

に
約
せ
ば
、
非
情
の
相
を
廃
し
有
情
の
相
に
同
ず
と
云
ふ
。
全
く
其
の
事
相
に
撲
無
す
と
謂
ふ
に
は
非
ず
。
し
か
ら
ば
縦
ひ

非
情
の
相
を
廃
す
と
雄
も
、
既
に
有
情
の
関
覚
性
を
許
す
。
宣
に
非
情
成
仏
の
義
無
か
ら
む
や
。

一
義
一
玄
は
く
、
抄
一
ょ
に
云
は
く
、
「
初
発
心
の
時
、
便
ち
正
覚
を
成
ず
る
と
は
、
因
の
果
を
該
す
」
と
一
五
々
。
五
教
章
等

は
並
べ
て
相
即
門
に
約
し
て
之
れ
を
釈
す
。
然
る
に
決
択
の
第
一
に
云
は
く
、
「
此
の
文
は
正
し
く
因
を
以
て
果
に
即
す
る
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義
に
拠
る
が
放
に
、
乃
ち
初
心
成
仏
と
説
く
」
と
。
問
ふ
て
云
は
く
、
初
心
は
果
に
即
す
れ
ば
初
心
有
な
り
や
。
無
な
り
や
。

若
し
無
と
許
さ
ば
、
応
に
初
心
成
仏
を
説
く
べ
か
ら
ず
。
若
し
有
と
許
さ
ば
、
能
即
の
体
、
存
せ
ざ
る
や
。
答
へ
て
日
は
く
、

そ
の
即
に
由
る
が
故
に
乃
ち
成
仏
と
説
く
。
相
を
壊
さ
ざ
る
に
由
る
が
放
に
乃
ち
初
心
と
説
く
。
二
義
を
取
り
、
初
心
成
仏

を
得
と
説
く
。

ζ

れ
則
ち
即
は
壌
の
義
に
拠
り
、
不
即
は
不
壊
の
義
な
り
。
終
日
、
壊
す
れ
ど
も
壊
さ
ず
。
故
に
初
発
心
時

便
成
正
覚
と
云
へ
り
。
此
れ
に
准
じ
て
そ
の
即
に
由
る
が
故
に
成
仏
と
説
き
、
不
壊
相
に
由
る
が
故
に
乃
ち
非
情
と
説
く
。

双
じ
て
二
義
を
取
れ
ば
則
ち
非
情
成
仏
の
義
を
説
く
な
り
。
〈
為
言
〉

門
解
説
凶

次
に
事
事
無
磯
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
相
即
門
・
相
入
門
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
非
情
成
仏
の
義
を
説
く
こ
と
は
で
き

な
い
と
す
る
第
二
聞
に
対
し
て
、
答
文
で
は
、
相
即
門
に
お
い
て
非
情
の
相
を
廃
絶
し
有
情
の
覚
性
と
同
一
と
な
る
時
、
非

情
の
事
相
は
開
覚
性
を
具
え
る
の
で
、
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
非
情
が
有
情
と
な
っ

て
し
ま
い
、
非
情
と
し
て
の
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
論
難
に
対
し
て
、
『
十
地
論
』
の
六
相
円
融
義
を
引
き
、
法

蔵
『
探
玄
記
』
の
解
釈
を
示
し
批
判
す
る
。
つ
ま
り
、
「
道
理
と
い
う
観
点
か
ら
語
界
人
と
い
う
事
相
の
体
が
融
通
を
説
く

時
、
六
相
を
具
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
非
情
の
相
を
廃
絶
し
て
有
情
の
相
に
融
同
す
る
と
は
い
っ

て
も
、
ま
っ
た
く
非
情
の
相
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、
非
情
成
仏
の
義
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
を
解
釈
し
た
澄
観
『
華
厳
演
義
紗
』
「
十
信
の
終
心
と
い
う
凶
に
作
仏
と
い
う
果
を
該
摂

す
る
」
と
い
う
説
を
引
用
し
、
続
け
て
初
心
成
仏
に
つ
い
て
問
い
を
立
て
る
。
つ
ま
り
、
初
心
が
巣
で
あ
れ
ば
そ
の
初
心
は

有
で
あ
る
の
か
、
無
で
あ
る
の
か
と
い
う
聞
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
湛
香
『
演
義
紗
纂
釈
』
と
同
一
の
問
答
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
鮮
演
『
華
厳
経
談
玄
決
択
』
を
引
き
、
初
心
は
「
即
」
に
よ
っ
て
因
が
果
を
お
さ
め
て
い
る
こ
と
が
成
仏
を
説
き
、
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相
を
壊
さ
な
い
ま
ま
不
作
で
あ
る
こ
と
が
初
心
で
あ
る
と
い
う
一
義
に
よ
り
、
初
心
成
仏
と
説
く
。
「
壊
」
と
「
不
壊
」
が

無
磯
で
あ
る
か
ら
初
発
心
時
使
成
正
覚
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
即
」
に
よ
り
因
該
巣
で
あ
る
か
ら
成
仏
と
説
者
、

非
情
が
非
情
と
し
て
の
自
相
を
守
り
、
他
と
交
じ
り
合
う
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
非
情
成
仏
と
説
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
性
相
相
融
」
「
事
事
無
磯
」
「
困
該
果
」
と
い
う
点
で
問
答
が
な
さ
れ
て
き
た
。
一
貫
し
て
湛
容
の
立

場
は
「
非
情
成
仏
」
で
あ
り
、
「
発
心
修
行
」
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
以
降
、
ま
た
異
な
る
視
点
か
ら
談

義
が
展
開
し
て
い
く
。

九
、
談
義
門
聞
い
M

(
写
真
は
次
頁
)
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王新一旬必叫
2
3
1喫
千
令
直
紅
一

右
ふ
冷
b
r
A
、
空
対
若
手
之
内
事
官
晶
子
-
有

-
-
A
l
d叩
wZ
成
吠
准
母
二

A
h
守
-
瓜

【
翻
刻
】

す
云
大
龍
釈
非
情
成
仏
義
云
既
二
性
相
即
縁
復
即
臨
故
無

少
分
2
2非
覚
者
4

況
心
為
総
相
一
文
融
摂
重
々
哉
文

准
此
以
三
義
寸
釈
之
一
調
一
約
現
色
性
智
性
二
性
相
即
互
融
之

義
一彼
抄
〈
十
二
下
〉
引
起
信
論
従
本
以
来
色
心
不
二
以
色
性
即

智
故
等
之
文
一釈
成
之
-被
結
釈
云
今
取
二
性
相
即
互
融

之
義
説
耳
文
二
約
唯
心
義
一彼
抄
釈
云
前
約
一
性
義
今
結

唯
心
義
総
相
則
無
所
不
摂
文
三
約
事
々
無
尋
重
々

ハ十
二
右〉

融
摂
義
-
彼
抄
釈
云
又
融
摂
重
々
即
本
経
意
随

挙
一
塵
-
即
合
法
界
-何
令
色
境
非

一
性
耶
文
此
三

義
中
初
是
事
理
無
急
故
故
引
起
信
4

釈
成
之
ず
臨
終
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値

教
-
放
何
必
唯
約
事
々
無
等
ュ
為
円
教
不
共
之
所
談
-
耶
〈
是
一
〉

議
色
性
智
性
本
無
二
故
非
情
葉
無
不
備
智
也
何
回

得
融
有
情
之
関
覚
性
乎
若
不
介
小
者
色
智
二
性
可
成
別

幹
一
若
許
無
二
者
縦
雄
不
融
有
情
之
性
}
何
不
備
智
性

乎
若
許
臨
智
性
刊
者
即
是
開
品
性
故
量
不
発
心

修
行
乎
故
知
円
教
中
可
有
二
意
若
約
事
々
無
等
一
則

(
十
二
左
)

関

関

実
可
融
有
情
之
関
覚
性
↓
若
約
色
智
二
性
無
二
鉢
之
義

m

n

 

則
非
情
自
備
関
覚
性
一
枚
故
抄
四
上
云
謂
約
円
融
一
即

一
切
則
無
情
之
境
亦
是
所
被
況
前
等
有
仏
性
市
擦
之
耶

言
被
非
情
即
非
情
故
一
即
一
切
無
情
豊
非
情
耶

況
色
性
智
性
本
無
二
綜
無
有
情
外
之
非
情
故
思
之
文

明
凶

既
上
二
即
一
切
無
情
豊
非
情
耶
+
次
下
又
云
況
色
性

智
性
本
無
二
鉢
等
↓
明
知
円
教
意
ハ
非
唯
融
ス
ル
ノ
ミ
ュ
有

情
之
開
覚
性
況
色
智
二
性
本
無
二
故
非
情
草
木
自

備
智
性
ヲ
不
異
ナ
ラ
有
情
ι

之
非
情
也
〈
為
言
〉
〈
固
定
一
じ
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門
訓
読
凶

尋
ね
て
云
は
く
、
大
疏
に
非
情
成
仏
の
義
を
釈
し
て
一
五
は
く
、
既
に
二
性
相
即
し
、
縁
も
復
た
性
に
即
す
る
が
故
に
、
少
分

と
し
て
も
覚
者
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
況
ん
や
心
を
総
相
と
為
し
、
又
た
重
重
を
融
摂
す
と
云
々
。
此
れ
に
准
じ
て
三
義
を

以
て
之
れ
を
釈
し
て
、
謂
は
く
、
一
つ
に
、
色
性
智
性
に
約
し
、
二
性
が
相
即
互
融
す
の
義
な
り
。
彼
の
抄
〈
十
九
〉
に
、

起
信
論
を
引
き
て
、
「
本
よ
り
己
来
色
心
は
不
二
な
り
。
色
性
は
即
ち
智
を
以
て
の
故
に
」
等
の
文
、
之
れ
を
釈
成
す
。
彼

の
結
釈
に
一
五
は
く
、
「
今
二
性
の
相
即
互
融
の
義
を
取
り
説
く
の
み
」
と
云
々
。
二
つ
に
、
唯
心
義
に
約
す
。
彼
の
抄
に
釈

し
て
云
は
く
、
「
前
に
一
性
の
義
に
約
し
て
、
今
唯
心
義
を
結
す
。
総
相
は
則
ち
摂
め
ざ
る
と
こ
ろ
な
し
」
と
云
々
。
三
つ

に
、
事
事
無
磯
・
重
々
融
摂
の
義
に
約
す
。
彼
の
抄
に
釈
し
て
云
は
く
、
又
た
融
摂
重
重
は
即
ち
本
経
の
意
な
り
。
一
塵
を

随
挙
す
れ
ば
即
ち
法
界
を
含
む
。
何
ぞ
色
と
境
を
し
て
一
性
に
あ
ら
ざ
ら
し
む
や
」
と
云
身
。
此
の
三
義
の
中
の
初
め
は
是

れ
事
理
無
磯
な
り
。
故
に
起
信
を
引
い
て
之
れ
を
釈
成
す
る
は
終
教
に
遍
ず
る
な
り
。
何
ぞ
必
ず
し
も
事
事
無
磯
の
み
に
約

し
て
、
円
教
不
共
の
所
談
と
な
す
や
。
〈
是
一
〉

次
に
色
性
と
智
性
と
は
本
よ
り
無
二
な
る
が
故
に
、
非
情
草
木
は
智
性
を
備
え
ざ
る
こ
と
無
し
。
何
ぞ
必
ず
し
も
有
情
の
開

覚
性
を
融
す
る
こ
と
を
得
る
や
。
若
し
し
か
ら
ず
ん
ば
、
色
智
の
二
性
は
別
体
と
成
す
べ
し
。
若
し
無
二
な
る
を
許
さ
ば
、

縦
ひ
有
情
の
性
を
融
さ
ず
と
難
も
、
何
ぞ
智
性
を
備
へ
ざ
る
や
。
若
し
智
性
を
備
ふ
る
を
許
さ
ば
、
即
ち
是
れ
関
覚
性
の
故

に
、
出
旦
に
発
心
修
行
せ
ざ
る
や
。
故
に
知
ん
ぬ
。
円
教
の
中
に
二
意
有
り
。
事
事
無
磯
に
約
さ
ば
、
則
ち
実
に
有
情
の
関
覚

性
を
融
す
べ
し
。
若
し
色
智
の
一
性
、
無
二
の
体
の
義
に
約
さ
ぱ
、
則
ち
非
情
自
ら
関
覚
性
を
備
ふ
。
故
に
抄
四
上
に
云
は

く
、
謂
は
く
円
融
の
一
即
一
切
に
約
さ
ば
、
則
ち
無
情
の
境
も
亦
た
是
れ
所
被
な
り
。
況
ん
や
前
に
等
し
く
仏
性
有
り
て
之

れ
を
擦
ぷ
ゃ
。
非
情
を
被
る
は
即
ち
非
情
と
言
う
が
故
に
、
一
即
一
切
な
り
。
無
情
宣
に
非
情
な
ら
む
や
。
況
ん
や
色
性
と

智
性
は
本
よ
り
無
二
の
体
な
り
。
有
情
の
外
の
非
情
無
き
が
故
に
。
之
れ
を
恩
へ
」
と
。
既
に
上
に
「
一
即
一
切
な
り
、
無
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情
山
旦
に
非
情
な
ら
ん
や
」
と
一
玄
ふ
な
り
。

次
に
下
に
又
云
は
く
、
「
況
ん
や
色
性
智
性
本
よ
り
無
二
の
体
な
り
」
等
と
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
円
教
の
意
は
唯
だ
有
情

の
開
覚
性
を
融
す
る
の
み
に
非
ず
。
況
ん
や
色
智
の
二
性
本
よ
り
無
二
な
る
が
故
に
、
非
情
草
木
自
ら
智
性
を
備
え
、
有
情

に
巣
な
ら
ざ
る
の
非
情
な
り
。
〈
為
一
言
〉
〈
是
二
〉

門
解
説
凶

本
談
義
で
は
、
ま
ず
二
つ
の
疑
難
が
示
さ
れ
る
。
(
1
)
@
色
性
と
智
性
と
が
相
即
す
る
こ
と
。
@
唯
心
義
に
よ
る
こ
と
。

@
事
事
無
磯
の
道
理
に
よ
る
と
と
。
こ
の
三
義
の
う
ち
@
は
事
理
無
磯
の
義
で
あ
る
た
め
終
教
の
義
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
非

情
成
仏
義
が
円
教
不
共
の
説
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、

(
2
)
『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
よ
う
に
色
性
と
智
性
と
は
本
来

無
二
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
非
情
は
本
来
智
性
を
備
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
有
情
の
性
を
融
通
す
る
必
要
が
な
い
。
ど

う
し
て
円
教
位
に
お
い
て
非
情
が
有
情
と
異
な
る
も
の
と
な
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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門
翻
刻
凶

(
十
三
右
)

又
若
以
開
覚
性
為
仏
性
-
者
尤
可
局
有
情
一
若
以
無
性布

為
仏
性
十
則
不
論
情
非
情
-
於
一
切
処
随
了
2
福
山
情
↓

褐

即
日
え
名
仏
性
↓
之
時
何
必
局
有
性
ニ
乎
故
宗
家
A

処

明
日

解
釈
中
一
五
六
明
仏
性
者
謂
覚
言
及
一
切
法
従
縁
無

性
名
為
仏
性
経
杢
ニ
世
仏
種
以
無
性
為
性
一
此
但
一
処

"
 

随
了
無
性
即
為
仏
性
一
不
以
有
情
故
有
不
以
無
情
故

8

8

 

無
今
独
言
有
情
一
者
意
在
勧
人
為
器
也
文
今
一
五
等
者

即
指
妙
経
方
便
品
諸
仏
両
足
尊
知
法
常
無
性
仏

種
従
縁
起
等
文
一
波
無
性
真
理
ハ
自
本
平
遍
セ
ヮ
情
非

(
十
三
左
)

情
中
ニ
即
以
此
真
理
寸
直
名
仏
性
↓
之
時
更
小
論
傍
正

於
融
無
情
之
相
一
等
ト
一
言
是
以
探
玄
記
述
三
乗
教
云

関
覚
仏
性
唯
局
有
情
述
円
教
意
但
云
仏
性
及
性

起
皆
通
依
正
文
比
以
無
性
為
仏
性
故
許
皆
通
依
正
ト

m
 

也
其
故
者
次
上
所
出
申
-
宗
家
解
釈
之
意
在
勧
人

箇

為
器
也
次
ド
文
云
常
於
一
塵
一
毛
之
処
明
見
一
切
理
事

無
非
如
来
性
是
開
発
如
来
性
起
功
徳
名
為
仏
性
也
文
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上
云
此
但
一
切
処
随
了
無
性
即
為
仏
性
等
↓
此
正
明
通

於
一
切
情
非
情
ノ
処
以
無
性
理
為
仏
性
↓
之
義
ヲ
下

(
十
四
右
)

云
於
一
塵
一
毛
之
処
等
-
一
国
者
挙
依
報
之
分
一
一
毛
者

挙
正
報
之
分
↓
既
双
挙
依
正
一
報
故
知
此
亦
明

性
起
適
依
正
之
旨
↓
年
者
探
玄
一
五
仏
性
及
性
起
皆
適

依
正
卜
者
会
同
入
寸
云
中
此
但
一
切
処
随
了
無
性
即
名
仏
性

乃
至
常
於
一
塵
一
毛
之
処
等
↓
又
以
無
性
為
仏
性
者
且

寂
照
二
性
倶
有
不
守
自
性
之
徳
一
故
由
寂
性
不
守

u
 

自
性
故
成
相
妙
之
妙
色
↓
由
照
性
不
守
自
性
故
成

箇

本
後
真
若
然
寂
性
縁
起
成
草
木
国
士
一
則
香
花

灯
塗
皆
是
品
性
全
品
之
大
行
又
若
但
執
以
関
覚

(
十
四
左
)

性
為
仏
性
}
之
一
辺
一
者
唯
是
自
受
用
仏
也
法
性
身
仏

性
大
疏
七
下
釈
ト
二
因
縁
寛
配
属
仏
性
一
云
即
此

因
縁
名
因
仏
性
観
縁
之
智
即
因
身
性
図
々
一
至
果
成

菩
提
性
因
性
至
果
成
湿
繋
性
文

64 



門
訓
読
凶

又
た
若
し
関
覚
性
を
仏
性
と
な
さ
ば
、
尤
も
有
情
に
の
み
局
る
べ
し
。
若
し
無
性
を
以
て
仏
性
と
な
さ
ば
、
則
ち
情
と
非
情

と
を
論
ぜ
ず
。
一
切
処
に
於
て
無
性
を
随
了
し
て
即
ち
仏
性
と
為
す
の
時
、
何
ぞ
必
ず
し
も
有
一
情
一
に
局
ら
ん
や
。
故
に
宗

家
一
処
に
解
釈
す
る
中
に
云
は
く
、
「
六
つ
に
仏
性
を
明
か
さ
ば
、
謂
わ
く
麗
及
び
一
切
法
を
覚
る
に
、
縁
に
従
ひ
て
無
性

な
る
を
名
づ
け
て
仏
性
と
為
す
。
経
に
云
は
く
、
コ
一
世
仏
種
、
無
性
を
以
て
性
と
為
る
。
此
れ
但
、
一
切
処
に
て
無
性
を
随

了
し
て
即
ち
仏
性
と
為
す
。
有
情
を
以
て
の
故
に
有
な
ら
ず
、
無
情
を
以
て
無
な
ら
ず
。
今
独
り
有
情
を
言
ふ
は
、
意
は
人

に
勧
め
る
こ
と
在
り
て
器
と
為
す
な
り
」
と
云
々
。

今
云
等
と
は
、
即
ち
『
妙
経
』
の
「
方
便
品
」
に
、
「
諸
仏
の
両
足
は
尊
く
、
法
は
常
に
無
性
に
し
て
、
仏
種
は
縁
起
に
従

る
を
知
る
」
等
の
文
を
指
す
。
無
性
な
る
真
理
は
本
よ
り
情
非
情
の
中
に
平
遍
せ
り
。
即
ち
こ
の
真
理
を
以
て
、
直
ち
に
仏

性
と
名
づ
く
る
の
時
、
更
に
依
と
正
を
論
ぜ
ず
。
無
情
の
相
を
融
す
る
に
お
い
て
等
と
云
々
。
是
を
以
て
探
玄
記
の
三
乗
教

の
意
を
述
べ
て
云
は
く
、
関
覚
仏
性
は
唯
有
情
に
の
み
局
る
と
。
円
教
の
意
は
但
仏
性
及
び
性
起
は
皆
依
報
と
正
報
と
に
通

ず
と
云
々
。
此
を
以
て
無
性
を
仏
性
と
為
す
。
故
に
皆
依
正
に
通
ず
る
を
許
す
と
な
り
。
そ
の
故
は
、
次
に
上
に
出
申
す
る

所
の
宗
家
の
解
釈
に
云
く
、
「
意
は
人
に
勧
め
る
こ
と
在
り
て
器
と
為
す
な
り
」
と
。
次
に
下
の
文
に
云
は
く
、
「
常
に
一
塵

一
毛
の
処
に
於
い
て
‘
切
の
理
事
、
如
来
性
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
是
如
来
性
起
功
徳
を
開
発
す
る
を
名
づ
け
て
仏
性
と

為
す
な
り
」
と
云
々
。
上
に
云
は
く
、
「
此
れ
但
し
一
切
処
に
無
性
を
随
了
す
、
即
ち
仏
性
等
と
為
す
、
此
れ
正
し
く
一
切

の
情
と
非
情
の
処
に
適
ず
。
無
性
の
理
を
以
て
仏
性
を
為
す
の
義
を
明
か
す
。
一
塵
一
毛
の
処
等
に
於
い
て
、
一
塵
と
は
、

依
報
の
分
を
挙
げ
る
。
一
毛
と
は
、
正
報
の
分
を
挙
げ
る
。
既
に
双
じ
て
依
正
む
二
報
を
挙
げ
る
が
放
に
、
此
れ
を
知
る
。

亦
明
ら
か
に
性
起
は
依
正
の
旨
を
適
ず
。
し
か
ら
ば
、
『
探
玄
記
」
に
云
は
く
、
「
仏
性
及
び
性
起
は
皆
依
正
と
適
ず
と
は
、

全
く
今
比
れ
但
し
一
切
処
に
無
性
を
随
了
す
、
即
ち
仏
性
と
名
づ
け
る
、
乃
至
常
に
一
麗
一
毛
の
処
等
と
云
ふ
に
同
じ
。
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又
た
無
性
を
以
て
仏
性
と
為
す
と
は
、

E
ら
く
寂
照
の
二
性
、
倶
に
自
性
を
守
ら
ざ
る
の
徳
あ
る
が
故
に
。
寂
性
は
自
性
を

船

守
ら
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、
相
好
の
妙
色
を
成
ず
。
照
性
は
自
性
を
守
ら
ざ
る
に
由
る
が
放
に
、
本
後
の
真
智
を
成
ず
。
若

し
し
か
ら
ば
、
寂
性
は
縁
起
し
て
草
木
国
士
と
成
る
、
則
ち
香
花
灯
塗
、
皆
是
れ
法
性
に
し
て
、
全
説
の
大
行
な
り
。
又
た

若
し
但
だ
執
し
て
、
関
覚
性
を
以
て
仏
性
と
為
す
の
一
辺
は
、
唯
だ
是
れ
自
受
用
仏
な
り
。
法
性
身
は
仏
性
と
為
す
。
大
疏

の
七
下
に
十
二
因
縁
を
釈
し
寛
り
仏
性
を
配
属
し
て
一
五
く
、
即
ち
こ
の
因
縁
、
因
仏
性
観
と
名
づ
く
、
縁
の
智
と
は
即
ち
因

因
性
な
り
、
因
因
は
果
に
至
り
、
菩
提
性
を
成
す
、
因
性
は
果
に
至
り
、
湿
繋
性
を
成
す
と
云
々
。

門
解
説
凶

ま
た
、
開
覚
性
自
体
に
つ
い
て
の
義
が
立
て
ら
れ
る
。
つ
ま
り
関
覚
性
が
仏
性
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
有
情
だ
け
に
認
め

ら
れ
、
無
性
が
仏
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
有
情
と
非
情
と
の
区
別
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
議
論
は
、
前
述
の

通
り
、
旧
来
華
厳
宗
で
説
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
華
厳
諸
師
の
説
で
は
十
仏
と
し
て
の
成
仏
は
認
め
る
も
の
の
非

情
自
体
と
し
て
の
成
仏
は
認
め
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
か
ら
も
非
情
成
仏
義
の
基
本
的
道
理
が
無
性
が
随
縁
し
た
仏
性
が
有
情
・

非
情
と
に
区
別
な
く
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
無
性
を
も
っ
て
仏
性
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
澄
観
『
華
厳
経
疏
」
の
「
十
二
因
縁
を
因
仏
性
と
す
る
。
十
一
因
縁

を
観
ず
る
智
を
因
因
性
と
す
る
。
こ
の
因
悶
に
よ
り
果
に
到
達
し
、
菩
提
性
を
成
じ
る
。
ま
た
因
性
に
到
達
し
、
湿
繋
性
を

成
じ
る
」
と
い
う
文
を
引
き
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
無
性
を
成
立
さ
せ
る
寂
性
会
具
智
と
し
て
の
理
体
)
と
照
性
(
真
智
と

し
て
の
用
)
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
性
を
守
っ
て
改
め
な
い
ま
ま
、
寂
性
は
相
好
を
示
し
、
寂
性
は
縁
起
し
て
草
木
国
土
と
な
る
。
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十
一
、
む
す
び

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
『
古
題
加
愚
抄
』
の
書
誌
概
略
と
教
義
的
特
色
を
述
べ
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。現
在
確
認
で
き
る
『
古
題
加
愚
抄
』
は
管
見
の
限
り
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
と
金
沢
文
庫
所
蔵
の
八
部
十
五
種
で
あ
る
。

書
き
込
み
、
文
字
の
出
入
り
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
金
沢
文
庫
所
蔵
『
古
題
加
愚
抄
』
は
湛
容
の
草
稿
本
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
「
龍
女
成
仏
」
に
記
さ
れ
て
い
る
温
容
の
奥
書
を
み
る
と
、
湛
香
自
身
に
正
式
な
論
義
法
会
の
た
め
の
用

意
と
し
て
本
書
を
著
述
し
た
と
い
う
意
思
は
み
ら
れ
ず
、
寺
院
内
で
の
「
談
義
」
で
使
用
す
る
た
め
、
ま
た
は
自
身
の
勉
学

の
た
め
に
著
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
な
い
『
古
題
加
愚
抄
」
の
著
述
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
湛
容
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
瀦
容
が
『
演
義
紗
纂
釈
』
に
お
い
て
「
非
情
に
も
開
覚
仏
性
が
あ
る
」
と
示
し
た
の
と
同
様
に
、

『
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
管
見
す
る
限
り
、
日
本
華
厳
に

お
い
て
非
情
に
閲
覚
性
を
認
め
る
立
場
は
滋
容
以
外
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
『
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
も
湛
香
に
よ

る
著
述
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
古
題
加
愚
抄
』
「
非
情
成
仏
」
の
特
徴
と
し
て
、
「
発
心
修
行
」
「
性
相
相
融
」
「
事
事
無
磯
し
蝿
す
と
い
う
視
点
か

ら
疑
難
を
設
け
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

非
情
の
発
心
修
行
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
疑
難
に
対
し
て
は
、
非
情
も
有
情
と
同
じ
よ
う
に
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る

と
い
う
姿
勢
を
取
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
円
融
門
に
お
い
て
は
有
情
の
性
に
よ
っ
て
非
情
の
相
を
融

通
し
、
有
情
の
関
覚
性
を
非
情
が
摂
取
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
聖
詮
の
「
華
厳
五
教
章
深
意
抄
』
や
聖
憲
の

「
華
厳
五
教
章
見
聞
紗
』
に
お
い
て
は
、
否
定
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
起
源
を
探
る
に
、
港
容
の
祖
父
帥
で
あ
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る
と
さ
れ
る
凝
然
(
一
二
四

O

一
一
ろ
二
)
の
『
華
厳
五
十
要
問
答
加
塵
章
』
に
お
い
て
す
で
に
「
別
教
義
ょ
者
、
一
切

制

衆
生
皆
具
」
仏
果
↓
、
依
報
ト
正
報
ト
発
心
修
行
ν
自
利
利
他
ス
教
義

1
0
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、

「
非
情
成
仏
」
義
は
戒
壇
院
の
系
統
で
継
承
さ
れ
た
義
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た

1

性
相
相
融
」
「
事
事
無
磯
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
疑
難
に
対
し
て
は
、
相
即
門
・
相
入
門
の
ど
ち
ら
で
も
非
情
が

非
情
と
し
て
の
自
性
を
守
り
、
成
仏
す
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
澄
観
が
「
非
情
に
覚
性
が
あ
っ
て
有
情
と
同
じ
よ
う
に

成
仏
す
る
こ
と
は
な
い
。
無
情
が
非
情
に
転
変
し
、
非
情
が
有
情
に
転
変
す
る
と
い
う
の
は
邪
見
で
あ
る
」
と
い
う
説
に
対

し
て
は
、
対
応
し
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
滋
容
が
非
情
成
仏
に
対
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
柔
軟
な
態
度
を
見
せ
る
に
至
っ
た
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
、
今
後
解
明
し
て
い
き
た
い
。
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門
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
閲
覧
・
複
写
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
東
大
寺
図
書
館
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
の
ご
厚
意
に
対
し
衷
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

門
主
要
参
考
文
献
凶

金
天
鶴
.
「
平
安
時
代
の
華
厳
私
記
類
に
お
け
る
成
仏
論
」
、
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
五
六
二
、
一

O
O八
年

楠
淳
謹
一
「
貞
慶
撰
『
安
養
一
報
化
』
(
上
人
御
草
)
の
翻
刻
読
解
研
究
」
、
「
商
都
仏
教
』
九
五
、
二

O
一
O
年

-
一
両
国
悠
一
「
日
本
華
厳
に
お
け
る
「
非
情
成
仏
」
の
展
開
」
、
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
七
、
一

3
0
一
五

年



「
澄
観
華
厳
思
想
の
研
究
』
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二

O
O六
年

「
湛
香
著
『
随
自
意
抄
』
に
つ
い
て
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
ー
一
、
二

O
一
一
年

「
湛
審
著
『
随
同
意
抄
』
復
元
試
論

ω」
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
一
三

O
、
二

O
二
二
年

納
富
常
天
い
『
鎌
倉
の
教
学
|
金
沢
文
庫
資
料
を
中
心
と
し
た
華
厳
教
学
』
、
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
鎌
倉
同
宝
館
、

六
四
年

「
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』
、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年

「
湛
番
の
事
績
」
、
『
駒
湾
大
学
悌
教
学
部
論
集
』
一
六
、
一
九
八
五
年

「
東
大
寺
所
蔵
の
法
会
に
関
す
る
写
本
|
経
釈
と
論
義
|
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
一
ア
二
、
二

O
O四
年

張

文

良

道
津
綾
乃

蓑
輪
顕
量

九

-
蓑
輪
顕
量
『
日
本
仏
教
の
教
理
形
成
一
法
会
に
お
け
る
唱
導
と
論
義
由
研
究
』
九
頁
(
大
蔵
出
版
、
三

O
O九
年
)
、
楠
淳
韓
「
貞
慶
撰
『
安
養
報
化
』
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な
ど
。
(
上
人
御
草
)
由
翻
刻
読
解
研
究
一
(
雲
南
都
仏
教
』
九
五
、
二

O
一
O
年
)
、
藤
丸
要
『
華
厳
宗
妻
義
講
読
』
七
八
頁
(
永
田
文
畠
堂
、
二

O
一
四
年
)

蓑
輪

霊
東
大
寺
所
蔵

雲
闘
す

芸

襲
論
義

白

壁

i 
究

8 
年

4
大
正
一
二
・
五
八
一
上

5
金
天
鶴
平
安
時
代
田
華
厳
私
記
類
に
お
け
る
成
仏
論
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
六
I

二
、
二

0
0八
年
、
拙
稿
「
日
本
華
厳
に
お
げ
る
「
非
情
成
仏
」

由
一
展
開
」
『
岨
照
合
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
七
、
二

O
一
五
年

6
納
富
常
天
「
鎌
倉
申
教
学
』
一
一
-
一
七
頁



7
東
大
寺
図
書
簡
所
蔵
『
古
題
加
愚
抄
』
「
龍
女
成
仏
L

十
三
丁
右

8

「
古
題
加
愚
抄
』
由
構
成
は
多
く
由
場
合
、
「
古
題
」

-
喜
海
『
五
教
章
略
文
義
』
、
宗
性
『
華
厳
宗
探
玄
記
番
薫
抄
』
、
著
者
不
明
『
華
厳
肝
要
抄
』
、

『
枝
葉
抄
』
、
「
宗
l
僧
正
御
作
」
、
「
顕
玄
得
業
之
御
草
」
な
ど
の
論
題
を
挙
げ
る
↓
「
難
じ
て
云
ふ
」
、
「
答
へ
て
云
ふ
」
と
問
答
が
続
く
。
そ
由
後
、
「
尋

ね
て
云
ふ
」
や
「
私
か
に
云
ふ
」
、
「
愚
推
し
て
云
ふ
」
な
ど
が
個
々
白
論
題
に
則
し
て
問
い
が
立
て
ら
れ
、

一
定
申
書
式
で
著
述
さ
れ
て
い
な
い
。

日
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
『
古
題
加
愚
抄
』
「
第
九
識
体
」
(
阻
/
制
)
四
丁
左
、
「
穣
女
成
仏
」
(
血
/
初
)
十
四
丁
左

日
大
正
五
七
・
二
八
一
中

日
『
翠
厳
経
探
玄
記
』
(
大
正
一
一
a

五
・
四
O
五
下
)

ロ
翠
詮
『
華
厳
五
教
章
深
意
紗
』
(
『
大
正
』
七
ゐ
で
一
二
ド
}

日
『
翠
厳
宗
論
義
紗
』
八
丁
右

は
『
華
厳
宗
論
義
紗
』
八
丁
右
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日
「
古
題
加
愚
抄
』
に
あ
る
つ
問
。
初
心
即
果
、
初
心
有
耶
、
無
耶
。
」
と
い
う
部
分
が
、
そ
の
他
白
書
物
に
み
ら
れ
ず
、
湛
番
『
演
義
紗
纂
釈
』
(
『
大
正
』

五
七
・
六
二
中
)
に
む
み
見
ら
れ
、
『
古
題
加
愚
抄
』
に
あ
る
「
実
如
来
難
」
と
い
う
表
現
が
槌
番
目
著
作
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
点
も
、
『
古
題
加
愚
抄
』

が
温
容
に
よ
る
著
述
で
あ
る
と
い
う
証
左
に
な
ろ
う
。

国
甲
+
答

ロ
甲
+
云

四
甲
+
之

問団甲

u
l
之

20 
乙

(
底
)
耶
日
乎

(
底
〕
無
U
非

21 
甲



m
『
大
正
』
で
は
「
性
」
と
な
っ
て
い
る
a

Q
大
正
』
一
一
六
・
六
二
八
上
)

お
甲
乙
・
+
第
三
重

お
乙
一
+
而

25 
甲

(
底
)
道
理
H
義

(
底
)
章
H

寛

26 
甲
釘
甲
乙
か
ら
白
補
足
。

叩
曲
甲
日
(
底
)
若
許
U
許
若

鈎
甲
乙
口
+
今
か
。

初

甲

之

担
甲
+
之
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辺
乙
+
乎

お
甲

h
l
而

制
甲
一
(
底
)
が
日
然

部
甲
(
底
)
耶
U
哉

部
甲
+
之

釘
甲
+
之

銘
乙
u

(

底
)
哉
H
乎

m
剖
『
日
仏
全
』
華
厳
小
部
集
一
一
了
下

必
甲
+
四
、
乙
一
+
第
四
重



M
U

甲

+

之

州出甲噂

l
於

岬
日
甲
一
+
有

組

甲

之

日
制
甲
(
底
)
廃
H

療

M

叩

甲

無

釘
甲
日
(
底
)
が
者
U
者
然

必
甲
乙
口
+
同

州
岨
惣
か
物
か

50 
甲

〔
底
)
乃
H

則

(
底
)
耶
H
哉

(
底
)
耶
U
哉

n 

51 
甲
52 
甲

日
甲
一
+
故

日
甲
+
発

日
甲
乙
か
ら
補
っ
た
。

日
乙
+
第
五
重

日
乙
u

五
下

回
甲
乙

.
l
性

時
乙
+
門
か



的
甲
乙
+
可

民
甲
乙
・
通
か

間山乙

(
底
)
耶
H
乎

飴
以
降
、
乙
本
欠
落
。

倒
甲
(
底
)
得
H

待

街

甲

傭

間
甲
口
+
儲

釘
甲
山
+
之

倒

甲

開

的
甲
+
者

73 

加
甲
+
具

n甲
h
l
儲

η
甲
一
+
云

明
日
甲
(
底
)
況
U

以

日
甲
〔
底
)
以
H

為

花
甲
一
性
か

花
甲
u

情
か

π甲
一
(
底
)
言
日
麗

首
甲
+
切



市
甲
+
為

鉛
甲
噂
(
底
)
有
U
無

m甲
一
+
経
云

飽

甲

在

部
甲
+
之

刷
出
甲
(
底
)
妙
リ
好
。
底
本
で
は
「
妙
L

と
な
っ
て
い
る
が
、
甲
本
「
好
L

由
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
由
で
、
訂
正
し
た
。

都
甲
口
+
智

86 
甲

(
底
)
法
日
仏

(
底
)
説
H
現

87 
甲

部
底
本
で
は
一
性
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
甲
本
乙
本
「
情
」
由
方
が
適
切
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
自
で
、
訂
正
し
た
。

74 

的
甲
(
底
)
妙
H
好
。
底
本
で
は
「
妙
L

と
な
っ
て
い
る
が
、
甲
本
「
好
L

由
方
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
由
で
、
訂
正
し
た
。

釦
『
日
仏
全
』
華
厳
小
部
集
一
三
下




